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Ｉ ． は じ め に

愛 知 県 南 設 楽 郡 作 手 村 に は ， 標 高 ５ ０ ０ ～ ６ ０ ０ ｍ に あ る 隆 起 準 平 原 に 大 規 模 な 湿 原
が 数 ケ 所 に 存 在 し て お り ， そ の 地 下 に は 泥 炭 層 が 厚 く 堆 積 し て い る ． １ ９ ８ ５ 年 頃 か

ら ， 大 野 原 湿 原 研 究 グ ル ー プ に よ り ， 湿 原 周 辺 の 精 密 な 地 形 測 量 調 査 や ， ト レ ン
チ 掘 削 に よ る 堆 積 物 露 頭 の 観 察 お よ び ボ ー リ ン グ 調 査 に よ る 柱 状 コ ア 試 料 の 採 取

な ど が 行 わ れ て い る ． こ れ ら の 堆 積 物 試 料 を 用 い て ， 湿 原 堆 積 物 に つ い て ， 堆 積

構 造 ， 鉱 物 組 成 ， 有 機 物 組 成 ， 花 粉 組 成 ， 大 型 植 物 化 石 組 成 ， 火 山 灰 層 序 ， 堆 積

年 代 な ど の 調 査 が 詳 細 に 行 な わ れ ， 湿 原 の 地 質 構 造 ， 形 成 時 期 ， 形 成 機 構 の 解 明
や 過 去 の 気 候 変 動 お よ び 地 形 変 動 の 解 析 が 進 め ら れ て き た （ 大 野 原 湿 原 研 究 会 報

告集Ｉ，ｎ，１９８９，Ｈ９１）．
１９８５年以降，１９８７年，１９８８年，および１９８９年にわたって，６地点で総計１２本

の 柱 状 堆 積 物 試 料 が 採 取 さ れ ， 解 析 が 行 な わ れ て い る （ 大 野 原 湿 原 研 究 会 報 告 集

ｎ ， １ Ｈ １ ） ． さ ら に ， １ ９ ９ １ 年 １ 月 ２ ６ ～ ２ ８ 日 に ， 機 械 ボー リ ン グ に よ り ４ 本 の 柱 状 コ

ア 試 料 が 採 取 さ れ た （ 大 野 原 湿 原 研 究 グ ル ー プ， １ ９ ９ ３ ） ． こ の う ち ， 堆 積 物 の 基

底 ま で 達 す る コ ア 試 料 ， す な わ ち 大 野 原 湿 原 ９ １ ０ １ Ｂ ３ コ ア お よ び 長 ノ 山 湿 原 ９ １ ０ １ Ｂ ４
コ ア に つ い て ， 今 回 詳 細 な 放 射 性 炭 素 （ １ ４ Ｃ ） 年 代 測 定 を 行 っ た ． １ ４ Ｃ 年 代 測 定 は ，

名 古 屋 大 学 年 代 測 定 資 料 研 究 セ ン タ ー に 設 置 さ れ て い る タ ン デ ト ロ ン 加 速 器 質 量
分 析 計 を 用 い た ． こ の 装 置 は ， わ ず か 数 ミ リ グ ラ ム の 炭 素 試 料 で １ ４ Ｃ 年 代 測 定 が 可

能 な た め ， ボ ー リ ン グ 試 料 な ど の 様 に ， 採 取 可 能 な 量 が 限 ら れ た 堆 積 物 に つ い て

年 代 測 定 を 行 う 場 合 に は 極 め て 有 用 で あ る （ 中 村 ・ 中 井 ， １ ９ ８ ８ ； 中 村 ほ か ， １ ９ ９ ０ ）
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０ ５ ０ ０ ｍ

図 １ ． 大 野 原 湿 原 の 試 料 採 取 地 点

Ｎ ０ ． ９ の 地 点 が 今 回 解 析 し た 試 料 の 採 取 地 点 を 示 す．

２ ． 試 料 採 取

大 野 原 湿 原 の 試 料 採 取 地 点 を 図 １ に ， 長 ノ 山 湿 原 の 試 料 採 取 地 点 を 図 ２ に 示 す ．

大野原湿原９１０１Ｂ３コアは，１９９１年１月２７日，作手村の白鳥神社前の道路端から南へ

約 ２ ０ ０ ｍ の 地 点 の 農 道 上 （ 図 １ の Ｎ ０ ． ９ 地 点 ） で 機 械 ボ ー リ ン グ に よ り 採 取 さ れ た ．
一 方 ， 長 ノ 山 湿 原 ９ １ ０ １ Ｂ ４ コ ア は ， １ Ｈ １ 年 １ 月 ２ ８ 日 ， 愛 知 県 の 天 然 記 念 物 に 指 定 さ れ

て い る 湿 原 領 域 へ 入 る 直 前 の 歩 道 脇 （ 図 １ の Ｎ ０ ． １ ０ 地 点 ） で 採 取 さ れ た ．

両 コ ア の 地 質 柱 状 図 を 図 ３ に 示 す ． 花 粉 分 析 や 有 機 物 分 析 な ど 各 種 の 解 析 の た
め に 堆 積 物 の 分 割 を 行 っ た 際 に ， １ ４ Ｃ 年 代 測 定 用 の 試 料 と し て 植 物 質 試 料 を 採 取 し
た ． こ の 際 ， コ ア 試 料 中 の 樹 木 枝 片 な ど 木 本 類 の 破 片 を 優 先 し ， そ れ が な い 場 合

に は 草 本 類 の 茎 や 根 な ど も 含 め て 採 取 し た ． 図 ３ の 柱 状 図 に 示 す よ う に ， ９ １ ０ １ Ｂ ３
コ ア に つ いて は １ １ 層 準 で ， ９ １ ０ １ Ｂ ４ コ ア に つ いて は ６ 層 準 で 植 物 質 試 料 を 採 取 し た ．

- ６ ２ -



０ ５ ０ ０

図 ２ ． 長 ノ 山 湿 原 の 試 料 採 取 地 点
Ｎ ０ ． １ ０ の 地 点 が 今 回 解 析 し た 試 料 の 採 取 地 点 を 示 す．

３ ． 試 料 調 製 と タ ン デ ト ロ ン 加 速 器 に よ る １ ４ Ｃ 年 代 測 定

年 代 測 定 の た め の 植 物 質 試 料 の 調 製 お よ び タ ン デ ト ロ ン 加 速 器 に よ る １ ４ Ｃ 年 代 測
定 は ル ー テ ィ ン の 方 法 （ 中 村 ・ 中 井 ， １ ９ ８ ８ ） に 従 っ た ． そ の 概 略 を 以 下 に 示 す ．

植 物 質 試 料 を ビ ー カ ー に 入 れ ， 蒸 留 水 を 加 え て 超 音 波 洗 浄 し て 砂 や 泥 を 取 り 除

く ． 次 に ， 植 物 質 に 吸 着 さ れ て い る 不 純 物 を 化 学 処 理 に よ っ て 取 り 除 く ． ま ず ，
１ ． ２ 規 定 の 塩 酸 で ９ ０ ° Ｃ で ２ 時 間 の 処 理 を ２ 回 繰 り 返 し て 炭 酸 塩 等 を 溶 解 除 去 す る ． 次

に ， １ ． ２ 規 定 水 酸 化 ナ ト リ ウ ム 水 溶 液 で ９ ０ ° Ｃ で ２ 時 間 の 処 理 を ， 水 溶 液 が 着 色 し な

く な る ま で 数 回 繰 り 返 し ， フ ル ボ 酸 や フ ミ ン 酸 な ど の 可 溶 性 の 有 機 物 を 除 去 す る ．
さ ら に ， １ ． ２ 規 定 塩 酸 で ９ ０ ° Ｃ で ２ 時 間 の 処 理 を ２ 回 繰 り 返 し て 炭 酸 塩 を 完 全 に 除 去 す

る ． 蒸 留 水 で 洗 浄 し て 塩 酸 分 を 完 全 に 取 り 除 い た あ と １ ０ ０ ° Ｃ で 乾 燥 す る ． こ れ を ，

塩 酸 を 用 い た 洗 浄 処 理 が 前 も っ て な さ れ て い る パ イ レ ッ ク ス 管 に 入 れ て 排 気 し ，

- ６ ３ -
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｜ 火 山 灰 層 準

大 野 原 湿 原 お よ び 長 ノ 山 湿 原 堆 積 物 の ボ ー リ ン グ コ ア 試 料 の 地 質 柱 状 図 ．

柱 状 図 に は ， １ ４ Ｃ 年 代 値 ， 火 山 灰 層 序 ， コ ア 試 料 の 掘 削 方 法 な ど が 記 載 さ れ
て い る ． ６４



高 真 空 の 状 態 で 封 管 し ， ５ ０ ０ ° Ｃ で ２ 時 間 加 熱 し て ， 植 物 質 試 料 を 完 全 に 炭 化 す る ．

炭 化 試 料 を よ く 乾 燥 し ， そ の 約 ５ ｍ ｇ を 銀 粉 末 ４ ５ ｍ ｇ と 混 合 し ， Ｃ - Ａ ｇ ペ レ ッ ト を 作 成
する．
こ の Ｃ - Ａ ｇ ペ レ ッ ト に つ い て ， タ ン デ ト ロ ン 加 速 器 質 量 分 析 計 を 用 い て １ ４ Ｃ 年 代 測

定 を 行 っ た ． す な わ ち ， 放 射 性 炭 素 １ ４ Ｃ と 炭 素 安 定 同 位 体 で あ る １ ３ Ｃ と の 存 在 比

（Ｒ，すなわち１４Ｃ／１５Ｃ比）が，未知試料（Ｒ。．１．）と，１４Ｃ濃度が既知の標準体

（ＲＡＥべ９５０）とについて交互に繰り返し測定され，Ｒ。ｍｐｌｅ／ＲＡＤ１９５０比が得られ

る ． こ の 比 を 用 い て 試 料 の １ ４ Ｃ 年 代 値 が 算 出 さ れ る ． 測 定 に 要 す る 時 間 は ， １ 試 料

あ た り ３ ～ ４ 時 間 で あ る ． １ ４ Ｃ 年 代 値 の 算 出 に あ た っ て は ， １ ４ Ｃ の 半 減 期 と し て ， 国

際的に用いられているＬｉｂｂｙの半減期５５７０年を用いた．１４Ｃ年代値は，西暦１９５０年
か ら 遡 っ た 年 代 値 で 与 え ら れ る ．

４ ． １ ４ Ｃ 年 代 測 定 の 結 果 お よ び 考 察

年 代 測 定 の 結 果 を 表 １ お よ び 表 ２ に 示 す ． 年 代 値 の 誤 差 は １ 標 準 偏 差 （ ｏ ｎ ｅ
ｓ ｉ ｇ ｍ ａ ） を 示 す． こ れ は ， １ ４ Ｃ の 計 数 誤 差 お よ び 測 定 途 中 の 分 析 計 の 不 安 定 性 な ど

に よ る 誤 差 を 含 んで い る ． 表 １ に 示 さ れ る ９ １ ０ １ Ｂ ３ コ ア の う ち ， Ｂ ３ - ０ ５ 試 料 は 植 物 質

が 少 量 す ぎ て 測 定 で き な か っ た ．

９１０１Ｂ３および９１０１Ｂ４のコア試料については，沢井（１９９３）により火山灰層の同

定が行われている．９１０１Ｂ３コアでは，深度３１０～３３０ｃｍで姶良一Ｔｎ火山灰（ＡＴ；１４

Ｃ年代：２１（～２５）ｋａ）が，また９１０１Ｂ４コアでは，深度５０～５８ｃｍで天城カワゴ平パ
ミス（Ｋｇ；１４Ｃ年代：２．８～２．９ｋａ）および深度９６～１０４ｃｍで鬼界アカホヤ火山灰

（ Ｋ - Ａ ｈ ； １ ４ Ｃ 年 代 ： ６ ． ３ ｋ ａ ） が 検 出 さ れて お り ， 堆 積 年 代 を 推 定 す る 重 要 な 鍵 層 と
なっている（町田・新井，１９９２）．

本 来 ， 地 層 累 重 の 法 則 に よ れ ば ， 一 連 の 堆 積 物 で は ， 下 位 の 堆 積 物 ほ ど 年 代 は
古 く ， 上 位 の 堆 積 物 ほ ど 年 代 は 若 い は ず で あ る ． し か し ， 本 研 究 で は ， こ の 法 則

に 矛 盾 す る 年 代 値 が い く つ か 得 ら れ て い る ．

９ １ ０ １ Ｂ ３ コ ア で は ， Ａ Ｔ 火 山 灰 の 降 下 ・ 堆 積 年 代 を 信 頼 す る と ， 表 １ お よ び 図 ４ に

示されるように，Ｂ３ -０６， -０９， -１０の３試料の１４Ｃ年代値は，他の試料から予想され
る年代値に比べて１２，０００～１８，０００年若い年代値を示している．
一 般 に ， ボ ー リ ン グ に よ る 堆 積 物 の 採 取 で は ， 数 ｍ の 長 さ の 堆 積 物 が １ 回 で 採

取 さ れ る の で は な く ， 長 さ １ ｍ 程 度 の 堆 積 物 が 単 位 と な っ て ， 表 面 か ら 深 い 所 へ 順
に 採 取 が 繰 り 返 さ れ る ． 従 っ て ， こ の 過 程 で ， 既 に 採 取 さ れ た 層 準 の 堆 積 物 が ，

さ ら に 深 い 層 準 の 堆 積 物 を 採 取 す る 際 に ， ボ ー リ ン グ パ イ プ 内 に 混 入 し て 堆 積 物

試 料 の 汚 染 を 引 き 起 こ す 可 能 性 が 全 く 無 い わ け で は な い ． し か し ， 図 ３ に 示 さ れ

る よ う に ， ９ １ ０ １ Ｂ ３ コ ア で は ， １ 回 の 採 取 ユ ニ ッ ト の 上 部 と 下 部 の １ ４ Ｃ 年 代 値 は 矛 盾

が な く ， そ の 中 間 層 の １ ４ Ｃ 年 代 値 が 上 下 層 の 年 代 値 と 矛 盾 し て い る ． こ の た め ， ボ

- ６ ５ -



表１．大野原湿原機械ボーリングコア試料（９１０１Ｂ３）の１４Ｃ年代値

ｓａｍｐｌｅＮｏ．Ｄｅｐｔｈ
（ｃｍ）

Ｂ３-０１

Ｂ３-０２

Ｂ３-０３

Ｂ３-０４

Ｂ３-０５

Ｂ３-０６

Ｂ３-０７

Ｂ３-０８

Ｂ３-０９

Ｂ３-１０

Ｂ３-１１

１７５-１８０

２２２

２７９

３０５

３３０

３４７

３７０

４００

４０７-４１０

４１３-４１８

４６５

５ＳＩ）ｅｃｉｍｅｎ

植物片

植物片

植物枝片

植物片

植物根

植物枝片

植物枝片

植物枝片

植物枝片

植物枝片

植物片

１４Ｃｄａｔｅ

（ｙ．Ｂ、Ｐ．）

３，０００±１１０

４，９６０±１３０

９，４７０土１５０

１０，１４０±２２０

ＭｅａｓｕｒｅｍｅｎｔＣｏｄｅ

ｎｕｍｂｅｒ

１４ＵＴＡ-１８５５

ＮＵＴＡ-２０３６

ＮＵＴＡ-１８５２

ＮＵＴＡ-２０３７

少量過ぎて測定不可

１０，０７０土１６０

２７，１８０土２７０

２７，８１０士４７０

１６，８５０土２１０

１４，１２０士２３０

３１，５５０±４７０

ＮＵＴＡ-２０２９

ＮＵＴＡ-１８５３

５ＪＵＴＡ-２０３０

ＮＵＴＡ-１８５６

ＮＵＴＡ-２０３１

ＮＵＴＡ-１８５４

＊）１４Ｃの半減期として５５７０年を使用．ｙ．Ｂ．Ｐ．はＡ．Ｄ．１９５０から遡った年数を示す．
誤差は１標準偏差（１（ｙ）を示した．

表２．長ノ山湿原機械ボーリングコア試料（９１０１Ｂ４ｃｏｒｅ）の１４Ｃ年代値

ＳａｍｐｌｅＮｏ．Ｄｅｐｔｈ５；ｉ）ｅｃｉｍｅｎ
（ｃｍ）

Ｂ４-０１

Ｂ４-０２

Ｂ４-０３

Ｂ４-０４

Ｂ４

Ｂ４

０５

０６

５５

７０

８０

木片

１４Ｃｄａｔｅｓ

（ｙ．Ｂ．Ｐ．）

８５０±１４０

植物細片５６０±１８０

植物茎小片１２０±１５０

１０ ６ - １ １ ０ 茎 片

Ｍ（３ａｓｕｒｅｍｅｎｔＣｏｄｅ

ｎｕｍｂｅｒ

Ｍｏｄｅｒｎ
（-３０８０±１２０）

１２０

２０５-２１５

植物枝片７，１４０±２７０

根または茎１００±１８０

ＮＵＴＡ-１８７３

ＮＵＴＡ-２０３２

１９ＵＴＡ-２０３３

ＮＵＴＡ-２０３４

ＮＵＴＡ-１８７４

ＮＵＴＡ-１８５７

＊）１４Ｃの半減期として５５７０年を使用．ｙＪ．Ｐ．はＡ．Ｉ〕．１９５０から遡った年数を示す．

誤差は１標準偏差（１（ｙ）を示した． - ６ ６ -
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図 ４ ． 大 野 原 湿 原 ９ １ ０ １ Ｂ ３ コ ア 試 料 に つ い て の 堆 積 物 深 度 と １ ４ Ｃ 年 代 値 と の 関 係

斜 線 の 領 域 は 姶 良 一 Ｔ ｎ 火 山 灰 （ Ａ Ｔ ） の 検 出 層 準 お よ び 年 代 値 （ ２ １ ～ ２ ５ ｋ ａ ）
を 示 す． 破 線 は ， Ａ Ｔ 火 山 灰 の 年 代 と 矛 盾 し な い １ ４ Ｃ 年 代 値 を 結 ん だ も の で あ

る．

- リ ン グ 作 業 中 の 汚 染 と は 考 え 難 い ． こ れ ら の ３ 点 の 植 物 片 試 料 が 予 想 よ り １ 万

年 以 上 も 若 い 年 代 を 示 す 理 由 に つ い て は ， 今 の と こ ろ 不 明 で あ る ．
９１０１Ｂ３コアの最も深い層準の植物試料の１４Ｃ年代は，深度４６５ｃｍでの３１，５５０±４

７ ０ ｙ ． Ｂ ． Ｐ ． で あ る ， 筒 木 ほ か （ １ Ｈ １ ） に よ る と ， 大 野 原 湿 原 の 南 西 部 に 位 置 す る 清

岳での露頭から採取された，深度２８０ｃｍ付近の泥炭の１４Ｃ年代値は３２，１４０±４４０ｙ．

Ｂ．Ｐ．（ＮＵＴＡ-６９７）および＞３４９９０ｙ．Ｂ．Ｐ．（Ｇａｋ-１２７７９）と報告されている．これらの年

代 値 か ら ， 大 野 原 湿 原 堆 積 物 の 形 成 開 始 時 期 は ３ 万 年 前 を 超 え て 古 い こ と が 確 認
される．
一方，９１０１Ｂ４コアでは，深度５０～５８ｃｍのＫｇ（２８００～２９００ｙ．Ｂ．Ｐ．）と深度９６～１０

４ｃｍのｌ（りｈ（６，３００ｙ．Ｂ．Ｐ．）の２層のテフラ層の年代を信頼すると，堆積物から採

取 さ れ た 植 物 片 の ほ と ん ど は 若 す ぎ る １ ４ Ｃ 年 代 値 を 示 す． 唯 一 ， 深 度 １ ２ ０ ｃ ｍ の Ｂ ４ -

６７



０５試料の１４Ｃ年代値７，１４０±２７０ｙ．Ｂ．Ｐ．のみがＫ-Ａｈテフラ層の年代と調和的である．

９ １ ０ １ Ｂ ４ コ ア の 若 す ぎ る １ ４ Ｃ 年 代 の 理 由 に つ い て も ， 今 の と こ ろ 不 明 で あ る が ， ボ
ー リ ン グ 作 業 中 の 汚 染 と 考 え る よ り も ， 試 料 の 採 取 や 選 別 に 問 題 が あ る と 考 え た

ほ う が 良 い か も し れ な い ． 大 野 原 湿 原 や 長 ノ 山 湿 原 で は ， 泥 炭 は ， ヨ シ な ど 地 下

茎 が よ く 発 達 す る 草 本 類 の 植 物 か ら で き て い る ． ボ ー リ ン グ 後 に 堆 積 物 試 料 を 分

割する際の観察では，９１０１Ｂ４コアでは，堆積物表面から深度５０～６０ｃｍ付近まで，・
生 き た 植 物 の 根 や 茎 が 観 察 さ れ て い る ． こ の よ う に ， き わ め て 多 量 に 植 物 遺 体 を

含 む 泥 炭 層 で ， か つ 表 層 で は 生 き た 植 物 が 観 察 さ れ る よ う な 堆 積 物 に お い て ， そ
の 堆 積 層 準 が 形 成 さ れ た 時 代 を 正 確 に 代 表 す る 植 物 遺 体 を 正 し く 捜 し 出 す こ と は ，

植 物 遺 体 が 希 に し か 含 ま れ な い 堆 積 物 を 対 象 と す る よ り か え っ て 難 し い こ と か も

知れない．また，９１０１Ｂ４コアの深度２０５～２１５ｃｍの層準で，植物片が採取された堆

積 物 塊 は ， 図 ３ に 示 さ れ る よ う に 他 の 連 続 し た 堆 積 物 と は 異 質 で あ り ， さ ら に ，

植物片が１００ ± １ ８０ｙ．Ｂ．Ｐ．ときわめて若い１４Ｃ年代を示すことからも，地震や活断

層 運 動 な ど 地 殻 変 動 に よ り ， 上 層 か ら ブ ロ ッ ク 状 に 落 ち 込 ん で 来 た も の と 推 察 さ
れる．

５ ． ま と め

１ ９ ９ １ 年 １ 月 の ボ ー リ ン グ 調 査 に よ り ， 大 野 原 湿 原 お よ び 長 ノ 山 湿 原 で 堆 積 物 柱 状
コ ア 試 料 が 採 取 さ れ た ． 基 底 疎 層 に 達 す る ２ 本 の コ ア に つ い て ， １ ６ 層 準 で 植 物 片

を 用 い た １ ４ Ｃ 年 代 測 定 を 行 っ た と こ ろ ， ８ 層 準 で テ フ ラ 層 の 年 代 と 矛 盾 し て ， か な

り 若 す ぎ る 年 代 値 が 得 ら れ た ． 年 代 値 が 若 く 得 ら れ る 原 因 は ， ボ ー リ ン グ 作 業 中
の 汚 染 に よ る も の で は な く ， 泥 炭 試 料 中 か ら 年 代 測 定 に 用 い る 植 物 片 を 選 別 す る

方 法 の 問 題 ， ま た 周 氷 河 気 候 あ る い は 活 断 層 運 動 な ど に よ る 堆 積 物 自 身 の 攬 乱 に
よ る 可 能 性 が 高 い ． し か し ， ９ １ ０ １ Ｂ ３ コ ア の 測 定 結 果 に み ら れ る よ う に ， 層 序 か ら

予 想 さ れ る 年 代 よ り １ 万 年 以 上 も 若 い 年 代 を 示 す こ と は き わ め て 信 じ 難 い こ と で
ある．

残 り の 約 半 数 の 堆 積 物 試 料 に つ い て は ， テ フ ラ 層 の 年 代 や 堆 積 物 層 序 と 調 和 的

な １ ４ Ｃ 年 代 値 が 得 ら れ て い る が ， こ れ ら の 年 代 値 が 真 の 堆 積 年 代 を 示 す と い う 確 証
は な い ． こ れ ら の 年 代 値 の 信 頼 性 に つ い て は ， 他 の 堆 積 物 試 料 の 年 代 値 や 他 の さ

ま ざ ま な 情 報 を 加 え て 今 後 さ ら に 検 討 す る 必 要 が あ る ．

大野原湿原の９１０１Ｂ３コアの最下部の堆積年代は，３１，５５０±４７０ｙ．Ｂ．Ｐ．と得られ
て い る ． こ の 年 代 値 は ， 清 岳 露 頭 の 泥 炭 層 の １ ４ Ｃ 年 代 と ほ ぼ 一 致 し て お り ， 信 頼 性

は 高 い と 考 え ら れ る ． こ の 年 代 値 か ら ， 大 野 原 湿 原 堆 積 物 の 形 成 開 始 時 期 は ３ 万

年 前 を 越 え て 古 い こ と が 確 認 さ れ る ．

６８
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